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時代と歩く。都市を守る。暮らしに寄り添う。

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会

ま
っ
す
ぐ
な
仕
事
。
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Topics 2022 October

　当協会の講習会申込み・書籍購入が完全オンラインになりました。ぜひ、ご活用ください。

ECサイト「東京マナビル」開設のご案内



2022.10  Network Tokyo 4慣れた仕事にこそ落とし穴　初心に戻って基本動作の反復で　今日も一日無事故で笑顔

CLIP BOARD

　東京労働局は、令和4年10月1日より東京都の最低賃金を31円引上げ、1,072円に改正しました。
　各企業は改めて改正後の最低賃金を厳守していただくとともに、東京労働局では業務改善助成金
の制度等も提供されているので、併せて活用をご検討ください。
　なお、最低賃金改正に関するお問い合わせは以下の窓口にご相談ください。
※助成金の詳細は P23に掲載しています。

　当協会ではビルメンテナンス業に特化した求人サイト「東京ビルメンお仕事さがし」を運営して
います。
　本サイトでは、会員企業であれば最大10件まで無料で求人を掲載することができ、さらに求人検
索エンジン「Indeed」にも本サイトの求人が掲載されるため、閲覧数の大幅な増加が見込めます。
　求人募集の手段の一つとして、是非活用をご検討ください。

東京労働局「東京都最低賃金を1,072円に引上げます」

https:// js ite.mhlw.go.jp/tokyo-roudoukyoku/news_topics/
houdou/20220901chinginka.html

本サイトご利用に関する詳細やお申込みはこちら
https://www.tokyo-bm.or.jp/seminar/oshigoto.html

「東京ビルメンお仕事さがし」はこちら
  https://www.tokyo-bm-recruit.jp/

東京都最低賃金 ：　時間額   1,072円
　　　　　　（東京都内で働く、すべての労働者に適用されます。）

改  　正　  日 ：　令和4年10月1日
お 問 合 せ 先  ：　 東京労働局労働基準部賃金課　
　　　　　　　  TEL： 03-3512-1614

求人掲載方法

東京都の最低賃金が
1,072円に上がりました

「東京ビルメンお仕事さがし」を
  ご活用ください 

求  人
サイト
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About Us
公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会

設立
　昭和37年（1962年）5月15日

公益社団法人移行
　平成23年（2011年）2月1日

会員数
　正会員514社╱賛助会員70社
 （令和4年9月30日現在）

韓国　ソウル特別市 （1988年9月3日提携）
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 ビルメンテナンスフェア 
 TOKYO 2022　実施報告 6
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Topics
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Clip Board

東京都の最低賃金が1,072円に上がりました
求人サイト「東京ビルメンお仕事さがし」をご活用ください 4

3

1948年に大韓民国政府樹立と同時に首都となり、翌年
に「ソウル特別市」と改称。1988年のソウルオリンピッ
クを契機として友好都市提携を行う。漢江が市の中心
を横切るように流れ、南北に隔てられた地域をそれぞ
れ江南、江北と呼ぶ。宮殿や城壁などの史跡は江北に
集中し、江南は新興住宅街として開発された。

Special
令和4年（2022年）度　使える助成金・補助金シリーズ
厚生労働省管轄の助成金　経済産業省（中小企業庁）管轄の補助金 23

理事会報告

正会員２社、賛助会員１社の
入会を承認 19
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■連載　環境関連情報「３Ｅレポート」＃57	 28
■連載　社会の主な出来事	 29
■連載　なんでも相談コーナー	 30

■連載　おすすめ製品コーナー	 31
　10月・11月の講習会カレンダー	 32
　協会からのご案内済み一覧／編集後記	 34
　告知板/メルマガ登録募集	 35
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令和4年7月14日、15日の２日間にわたり、
当協会が主催し、賛助会員企業による商品展
示会となるビルメンテナンスフェアTOKYO
が4年ぶりに東京都立産業貿易センター浜松
町館で開催された。
コロナ禍での開催となったものの、2日間で
2,500名を超える来場者があり、成功裏に
終了することができた。

ビルメンテナンス
フェア TOKYO
2022
実施報告

　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
は
当

協
会
が
隔
年
で
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

本
来
は
２
０
２
１
年
に
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
当
初
の
予
定
よ

り
1
年
遅
れ
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
新
常
態
へ
の
挑
戦
。
ビ
ジ

ネ
ス
勝
機
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。」。
コ
ロ
ナ
禍
を

踏
ま
え
た
消
毒
作
業
や
Ｄ
Ｘ
化
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
促

進
等
、
変
化
し
て
い
く
新
し
い
社
会
に
対
応
し
た

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
現
場

に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
会
場
は
Ｊ
Ｒ
浜
松
町
駅
近
く
に
あ
る
、
２
０
２
０

年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
東
京
都
立
産

業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
。
2
階
か
ら
5
階
ま

で
の
４
フ
ロ
ア
を
使
用
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
協
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
＆
ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
リ
ス
ト
の
タ
ッ
ク

川
本
氏
を
お
招
き
し
た
特
別
講
演
の
ほ
か
、
清
掃
、

労
務
、
品
質
管
理
の
各
セ
ミ
ナ
ー
、
出
展
社
に
よ

る
セ
ミ
ナ
ー
も
行
わ
れ
た
。

　
賛
助
会
員
に
よ
る
出
展
ブ
ー
ス
に
は
30
社
、
各

社
と
も
最
新
の
自
社
製
品
か
ら
定
番
商
品
ま
で

様
々
な
展
示
を
行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
開

催
と
な
っ
た
が
、
会
場
は
非
常
に
活
気
あ
る
雰
囲

気
で
あ
っ
た
。

フ
ェ
ア
の
概
要

提供：東京都立産業貿易センター浜松町館

※本ビルメンテナンスフェアで開催した品質管理セミナーは、
次回11月号にて別途特集予定になります。
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特　集 ビルメンテナンスフェア TOKYO 2022 実施報告

　

昨
年
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
フ
ェ
ア
を
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
皆
様
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
、
豪
華
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
浜
松
町
館
で
実

施
で
き
る
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
フ
ェ
ア
で
は
、
「
新
常
態
へ
の
挑
戦
。
ビ
ジ

ネ
ス
勝
機
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。」
を
テ
ー
マ
に
、
コ

ロ
ナ
禍
の
今
後
を
見
据
え
て
、
業
界
を
挙
げ
て
新
た
な

取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ェ
ア
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
だ
け
で
な
く
、
最
寄
り
駅
の
浜
松
町

を
含
め
た
山
手
線
の
主
要
駅
に
ポ
ス
タ
ー
広
告
を
掲
示

す
る
な
ど
、
こ
の
取
り
組
み
へ
の
挑
戦
を
、
業
界
の
皆

様
だ
け
で
は
な
く
、
業
界
外
の
皆
様
に
も
周
知
す
べ
く
、

心
が
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
フ
ェ
ア
が
、
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
に
関
わ
る
皆
様
の
、
情
報
収
集
の
場
、
商

談
に
つ
な
が
る
機
会
づ
く
り
の
場
と
な
り
、
さ
ら
に
快

適
な
都
市
環
境
づ
く
り
に
尽
く
す
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
の
役
割
を
広
く
発
信
す
る
場
と
な
れ
ば
、
何
よ
り
と

思
っ
て
い
ま
す
。」

会
長
挨
拶

　

7
月
14
日
（
木
）
10
時
前
、
フ
ェ
ア
の
開
場
に
先
立

っ
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。
フ
ェ

ア
開
会
に
あ
た
り
佐
々
木
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
っ

た
。

　
「
前
回
開
催
が
も
う
4
年
も
前
の
こ
と
に
な
り
ま

す
。
普
段
で
あ
れ
ば
昨
年
に
開
催
す
る
と
こ
ろ
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開
催
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
一
年
延
期
と
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
な
ん
と
か
開

催
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
次
第
で
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
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出
展
社
代
表
挨
拶

　

出
展
社
を
代
表
し
て
株
式
会
社
イ
シ
イ
の
代
表
取
締

役
社
長
で
あ
る
石
井
保
男
氏
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。

　
「
今
回
出
展
し
て
お
り
ま
す
30
社
を
代
表
し
て
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
も
こ
の
展
示
会
で
は
実
行
委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
に
業
界
の
先
輩
に
お
聞
き

し
た
の
で
す
が
、
こ
の
展
示
会
は
東
京
協
会
様
よ
り
、

我
々
賛
助
会
員
に
対
し
て
何
か
お
役
に
た
て
る
こ
と
は

な
い
か
と
い
う
ご
相
談
を
い
た
だ
い
た
の
が
、
始
ま
り

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
展
示
会
は
賛
助
会
員
の
み
が
出
展
す
る
こ
と
が

で
き
、
出
展
の
小
間
代
も
非
常
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
、

多
く
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
け
る
展
示
会
で
す
。

　

こ
こ
数
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
現
場
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て

い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
出
展
社
と
し
ま
し
て
も
、
日
々
現
場
で
働

か
れ
る
皆
様
を
支
援
す
る
た
め
、
新
製
品
の
開
発
や
新

サ
ー
ビ
ス
を
創
出
し
、
業
界
へ
の
支
援
と
発
展
に
尽
力

し
た
日
々
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

フ
ェ
ア
の
開
催
は
２
日
間
と
な
り
ま
す
が
、
お
時
間

の
許
す
限
り
、
各
ブ
ー
ス
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
忌
憚
の

な
い
ご
感
想
な
ど
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
出
展

社
一
同
、
た
い
へ
ん
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。」

だ
る
ま
の
目
入
れ

　

セ
レ
モ
ニ
ー
の
最
後
に
は
佐
々
木
会
長
、
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
の
吉
澤
委
員
長
に
よ
る

ダ
ル
マ
の
目
入
れ
が
行
わ
れ
、
盛
大
な
拍
手
の
中
で
フ

ェ
ア
が
開
幕
し
た
。
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特　集 ビルメンテナンスフェア TOKYO 2022 実施報告

　

今
回
の
フ
ェ
ア
の
特
別
講
演
に
は
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
＆

ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
リ
ス
ト
の
タ
ッ
ク
川
本
氏
を
お
招
き
し
、

「
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
球
団
経
営
に
学
ぶ
経
営
戦
略
と
人

材
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

講
演
で
は
、
氏
が
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
に
長
年
携
わ
っ

て
い
く
中
で
経
験
し
た
、
テ
レ
ビ
放
映
権
や
ス
ポ
ン
サ

ー
シ
ッ
プ
等
の
様
々
な
権
利
ビ
ジ
ネ
ス
の
話
か
ら
始
ま

り
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
組
織
構
造
、
人
材
育
成
の
手

法
に
つ
い
て
、
自
身
の
経
験
や
考
え
を
ふ
ま
え
た
分
か

り
や
す
い
話
題
が
展
開
さ
れ
た
。

　

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
経
営
を
ヒ
ン
ト
に
、
会
社
を
長
く

存
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

一
流
と
呼
ば
れ
る
選
手
を
育
て
る
た
め
の
過
程
等
、
普

段
は
な
か
な
か
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
情
報
を
臨
場
感

あ
る
実
体
験
と
と
も
に
聞
け
る
と
あ
っ
て
、
参
加
者
は

非
常
に
興
味
深
く
聞
い
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

特
別
講
演

「
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
球
団
経
営
に
学
ぶ
経
営
戦
略
と
人
材
育
成
」

講
演
者
:国
際
ビ
ジ
ネ
ス
＆
ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
リ
ス
ト　

タ
ッ
ク
川
本　
氏 　
　
　

７
月
14
日
（
木
）
10
時
15
分
～
11
時
45
分

タ
ッ
ク
川
本
　
氏

1
9
4
3
年
5
月
19
日
生
ま
れ

早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
南
米
ア
マ
ゾ
ン
河
で
探
索
、
研
究
生
活
送
る
。

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
に
て
国
際
情
報
社
会
学
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
研
究
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
。

現
在
は
、
日
米
で
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
＆
ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
リ
ス
ト
や
、
講
演
講

師
、
著
述
家
と
し
て
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
講
演
会
な
ど
で
幅
広
く
活
躍
中
。
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建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
で
は
、
「
清
掃
の
見
え
る

化
」
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。

　

講
師
と
し
て
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
教
育
研
修
小

委
員
会
委
員
の
正
田
浩
三
氏
が
登
壇
し
、
２
０
２
１
年

に
実
施
し
た
清
掃
状
況
の
「
見
え
る
化
」
に
関
す
る
調

査
研
究
の
活
動
に
関
す
る
報
告
を
中
心
と
し
て
、
以
下

の
内
容
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

１
．
衛
生
管
理
レ
ベ
ル

　

従
来
よ
り
、
衛
生
管
理
区
域
と
し
て
は
、
清
潔
区
域
、

準
清
潔
区
域
、
一
般
区
域
、
汚
染
区
域
が
あ
る
。
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
と
し
て
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
基
準
が
あ
り
、
準

清
潔
区
域
、
一
般
区
域
と
し
て
は
、
日
本
建
築
学
会
の

環
境
基
準
等
が
あ
る
。
対
象
と
し
て
は
、浮
遊
粉
塵
数
・

微
生
物
数
、
落
下
菌
数
、
付
着
菌
数
で
あ
る
。

　

近
年
、
有
機
物
汚
れ
を
数
値
化
す
る
Ａ
Ｔ
Ｐ
測
定
器

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｔ
Ｐ
値
と
は
、
菌
、
皮
脂
、

体
液
、
食
品
残
渣
等
の
汚
れ
全
体
を
検
出
し
て
い
る
相

対
評
価
で
あ
る
が
、
Ａ
Ｔ
Ｐ
の
基
準
値
は
、
現
在
は
存

在
し
な
い
。

清浄度区域のイメージ図

協
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー
①　

建
築
物
衛
生
管
理
セ
ミ
ナ
ー

「
清
掃
の
見
え
る
化
―
特
に
衛
生
管
理
と
改
善
対
策
に
つ
い
て
―
」

講
師
:建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会　

正
田　
浩
三　
氏　　

７
月
14
日
（
木
）
13
時
00
分
～
14
時
00
分
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２
．３
つ
の
現
場
の
Ａ
Ｔ
Ｐ
値
測
定
結
果

　

事
例
と
し
て
、
事
務
所
ビ
ル
、
複
合
ビ
ル
、
物
流
倉

庫
の
建
物
用
途
の
異
な
る
３
現
場
で
測
定
を
行
っ
た
。

結
果
と
し
て
、
測
定
箇
所
ご
と
に
数
値
の
差
が
あ
り
、

基
準
値
を
定
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
清
掃
直
後
、
閉
館
後
な
ど
時
間
帯
に
よ
っ
て

も
現
場
の
条
件
が
異
な
る
こ
と
も
大
き
く
関
係
し
て
い

る
。

３
．
改
善
方
法

　

顧
客
よ
り
、
清
掃
品
質
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
求
め
ら

れ
た
時
に
は
以
下
の
改
善
方
法
を
検
討
し
て
み
る
。

　

①
作
業
動
作
・
・
往
復
動
作
、
一
文
字
動
作
、
1
回

ご
と
に
面
を
変
え
る

　

②
作
業
道
具
・
・
ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル
、
マ
イ
ク
ロ
ク

ロ
ス
、
紙
タ
オ
ル
等
に
変
更

　

③
資
材
・
・
・
・
水
拭
き
、
洗
剤
拭
き

　

④
作
業
回
数
・
・
現
在
の
作
業
回
数
を
増
や
す

以
上
の
組
合
せ
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

な
お
、
当
日
は
１
３
０
名
が
参
加
さ
れ
、
本
セ
ミ
ナ

ー
内
容
に
関
す
る
業
界
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

ルミテスタースマート
（キッコーマンバイオケミファ（株））

https://tokyobm.tacwebadmin.
com/photo/event/user/
tokyobm/library/A-013.pdf
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労
務
管
理
委
員
会
で
は
、
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
」
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。

　

講
師
に
は
労
務
管
理
委
員
会
委
員
で
、
森
井
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
務
所
の
森
井
梢
江
氏

が
登
壇
し
、
当
日
参
加
者
55
名
に
対
し
て
以
下
の
内
容

に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
「
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
対
策
法
（
改
正
労
働
施
策
総
合
推

進
法
）」
が
、
令
和
元
年
に
可
決
・
成
立
、
令
和
2
年

6
月
1
日
に
施
行
と
な
り
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
に
向
け
て
社
会
的
に
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

１

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
行
政
指
導

　

行
政
指
導
フ
ロ
ー
と
し
て
、
都
道
府
県
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
部
（
室
）
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
情

報
提
供
や
相
談
を
受
け
、
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に

事
業
所
に
対
し
て
助
言
・
指
導
・
勧
告
と
い
っ
た
是
正

指
導
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
是
正
指
導
に
対
し
て
改
善
報

告
を
出
さ
な
い
と
企
業
名
公
表
の
対
象
と
な
る
。
令
和

2
年
度
は
、
９
０
２
事
業
所
に
対
し
て
報
告
請
求
が
行

わ
れ
、
そ
の
う
ち
法
違
反
が
あ
っ
た
の
が
３
８
９
事
業

所
で
、
４
１
３
件
の
是
正
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。

2

労
災
認
定
基
準
の
パ
ワ
ハ
ラ
明
示

　

令
和
2
年
6
月
に
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
対
策
法
が
法
制
化

さ
れ
る
こ
と
等
を
ふ
ま
え
て
、
同
年
5
月
に
心
理
的
負

荷
に
よ
る
精
神
障
害
の
労
災
認
定
基
準
も
改
正
さ
れ
た
。

　

パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
の
評
価
の
具
体
化
・
明
確
化
を

行
い
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る
請
求
を
迅
速
か
つ
容
易
に

す
る
と
い
う
狙
い
が
あ
る
。

　
「
会
社
が
パ
ワ
ハ
ラ
相
談
に
対
し
て
ど
ん
な
対
応
を
し

た
か
」
「
パ
ワ
ハ
ラ
に
対
す
る
措
置
事
項
が
履
行
さ
れ
て

い
た
か
」
等
、
事
業
所
の
体
制
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
変
更

点
も
あ
る
の
で
、
事
業
所
の
労
務
リ
ス
ク
管
理
と
し
て
労

災
認
定
基
準
に
つ
い
て
も
再
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

協
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー
②　

労
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー

「
パ
ワ
ハ
ラ
・
危
機
管
理
の
新
局
面

　
　
　
　
　
～
精
神
疾
患
の
労
災
認
定
基
準
改
正
を
ふ
ま
え
て
～
」

講
師
:森
井
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
務
所　

森
井　
梢
江　
氏　

７
月
14
日
（
木
）
14
時
30
分
～
15
時
30
分
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3

措
置
事
項
に
つ
い
て

　

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
の
た
め
、
「
10
の
措
置
事
項
」
が
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
は
東
京
労
働
局
の
「
自

主
点
検
票
」
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

4

パ
ワ
ハ
ラ
の
行
為
類
型

　

パ
ワ
ハ
ラ
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
以
下
の
6
つ
が
あ
る
。

　

①
「
身
体
的
な
攻
撃
」
相
手
の
労
働
者
の
体
に
ダ
メ

ー
ジ
を
与
え
る
よ
う
な
暴
行
や
傷
害
と
い
っ
た

も
の
が
当
て
は
ま
る
。

　

②
「
精
神
的
な
攻
撃
」
脅
迫
や
名
誉
毀
損
・
侮
辱
・

暴
言
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
が
当
て
は
ま
る
。
昨

今
の
パ
ワ
ハ
ラ
で
最
も
多
い
形
態
で
あ
る
。

　

③
「
人
間
関
係
か
ら
の
切
り
離
し
」
隔
離
・
仲
間
外

し
・
無
視
と
い
っ
た
、
学
校
で
の
い
じ
め
に
近
い

も
の
で
あ
る
。

　

④
「
過
大
な
要
求
」
業
務
上
明
ら
か
に
不
要
な
こ
と

や
遂
行
不
可
能
な
こ
と
の
強
制
、
仕
事
の
妨
害
と

い
っ
た
よ
う
な
も
の
が
当
て
は
ま
る
。

　

⑤
「
過
少
な
要
求
」
業
務
上
の
合
理
性
な
く
、
能
力

や
経
験
と
か
け
離
れ
た
程
度
の
低
い
仕
事
を
命

じ
る
こ
と
や
仕
事
を
与
え
な
い
こ
と
が
当
て
は

ま
る
。

　

⑥
「
個
の
侵
害
」
私
的
な
こ
と
に
過
度
に
立
ち
入
る

こ
と
を
指
す
。

　

職
場
の
中
で
多
様
化
が
進
ん
で
、
色
々
な
価
値
観
が

あ
る
。
皆
様
に
は
今
一
度
、
自
身
の
言
動
を
振
り
返
っ

て
み
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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視察する吉澤委員長

視察する佐々木会長

出
展
企
業
紹
介

出展企業によるセミナー
（4F会場）

出
展
企
業
紹
介

会場の様子
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3Ｆ
オーブ・テック（株） インテックスソリューション（株） （株）アムテック

アマノ（株）

信越アステック（株） GMO グローバルサイン・ホールディングス（株） （株）サンワ

ミッケル化学（株） 日本マルセル（株） スリーエム ジャパン（株）
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4Ｆ
シーバイエス（株） （株）THIRD （株）エイコー

アルゴ（株）

ビーフューチャー（株） 日本信号（株） （株）東京ユニフォーム

山崎産業（株） （株）マキタ ペンギンワックス（株）
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5Ｆ
大一産業（株） 蔵王産業（株） （株）湖南商会

（株）イシイ

ミドリ安全（株） （株）テラモト （株）つやげん

（株）リンレイ （株）リスダンケミカル ユシロ化学工業（株）
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ビルメンテナンスフェア TOKYO 2022 における、来場者アンケートの結果を以下の通りまとめた。

質問 1　ご自身についてお教えください。

※グラフ内のパーセントは回答者総数を 100％としています。

質問 2　当フェアへのご来場の目的についてお選びください。 （複数回答可）

種別 人数

広さは適当である 272

もっと広い会場の方が良い 36

コンパクトな会場の方が良い 15

質問 3　今回の会場（浜松町館）の広さについて近いものをお選びください。

年齢 人数
20 代以下 36
30 代 57
40 代 99
50 代 86
60 代 42
70 代以上 9
回答者総数 329

種別 人数
清掃関連資機材調査 264
設備・警備関連資機材調査 53
出展社・同業者との交流 71
セミナーの聴講 48
回答者総数 436

職種 人数
清掃関係 184
設備管理関係 19
警備関係 2
事務・本社 45
営業 41
その他 29
回答者総数 320

職階 人数
経営者 21
管理者 95
現場責任者 48
現場従事者 33
その他 56
回答者総数 253

ビルメンテナンスフェア TOKYO 2022
来場者アンケート結果
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１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

先
般
、
4
年
ぶ
り
に
ビ
ル
メ
ン
フ
ェ
ア
が
開
催
、
ま

た
徳
島
で
全
国
協
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ご
出
席
、

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
陽
性
率
が
下
が
っ
て
き
て
い
る
。
喜
ば
し

い
こ
と
だ
が
、
も
う
少
し
下
が
っ
て
い
く
よ
う
願
っ
て

い
る
。
今
の
第
7
波
が
い
つ
終
わ
る
の
か
分
か
ら
な
い

が
、
人
数
が
多
い
こ
と
で
病
床
利
用
率
が
高
ま
り
、
医

師
も
大
変
だ
と
言
う
。
政
府
も
、
軽
症
者
に
対
し
て
ど

う
い
う
対
応
を
取
る
か
、
ま
た
、
2
類
か
5
類
か
と
い

う
話
が
出
て
い
る
が
、
専
門
家
の
意
見
を
聞
い
て
結
論

を
出
す
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
た
対
応
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
の
侵
攻
が
世
界
経
済
な
ど
に
及
ぼ
す

影
響
が
大
き
い
た
め
、
こ
ち
ら
も
い
ち
早
く
終
息
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
こ
の
冬
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

ロ
シ
ア
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
元
を
断
っ
て
い
る
と
言
う
。

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
も
減
産
を
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
中
で
物
価
も
値
上
が
り
し
、
厳
し
い
冬
を
迎
え
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
我
々
協
会
も
会
員
の
た
め
に
、
し
っ

か
り
と
し
た
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
。
来
年
度
の
予
算

編
成
に
当
た
っ
て
も
、
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

　

本
日
は
、
入
会
の
承
認
、
委
員
会
委
員
の
追
加
選
任

の
案
件
が
あ
る
ほ
か
、
中
身
の
濃
い
報
告
事
項
が
あ
る

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

2　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
総
務
委
員
長

　
そ
の
１　
正
会
員

　
　
　
　
　
株
式
会
社
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｉ 

ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ

　
そ
の
２　
正
会
員

　
　
　
　
　
株
式
会
社
フ
ァ
イ
ヴ
エ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

　
そ
の
３　
賛
助
会
員　
株
式
会
社
荏
原
製
作
所

　

標
記
の
件
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

そ
の
1　

株
式
会
社
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｉ 

ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ

ｅ
は
平
成
22
年
に
設
立
さ
れ
、「
お
そ
う
じ
革
命
」
と

い
う
名
称
で
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
自
社
で
も
清
掃

業
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
あ
る
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
務
の
販
路
拡
大
や
同
業
他
社
と
の
情
報
交
流
を

目
的
に
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。
推
薦
会
社
は
、
西

新
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
で
あ
る
。

　

そ
の
２　

株
式
会
社
フ
ァ
イ
ヴ
エ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

は
平
成
15
年
に
設
立
さ
れ
、
主
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
日

常
清
掃
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
あ
る
。
若
手
社
員
の

教
育
機
会
の
充
実
を
目
的
に
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。

推
薦
会
社
は
、
エ
コ
ル
株
式
会
社
で
あ
る
。

　

そ
の
3　

株
式
会
社
荏
原
製
作
所
は
大
正
9
年
に

設
立
さ
れ
、
東
証
プ
ラ
イ
ム
に
上
場
し
て
い
る
ポ
ン

プ
、
タ
ー
ビ
ン
等
の
風
水
力
機
械
、
浄
水
設
備
・
排

水
処
理
装
置
等
の
環
境
装
置
・
設
備
等
の
製
造
・
販

売
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
あ
る
。
こ
の
た
び
、
ポ
ン

プ
等
に
取
り
付
け
る
こ
と
で
24
時
間
の
遠
隔
監
視
が

可
能
な
小
型
セ
ン
サ
ー
と
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
開

公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会

第123回

理 事 会 報 告
正会員２社、賛助会員１社の入会を承認

Photo:黄花コスモス

■日時：令和4年9月6日（火）午後3時～午後3時35分
■開催場所　　　　ビルメンテナンス会館4階会議室
■理事・監事数　　理事20名、監事3名
■出席者　　　　　理事20名、監事3名

■審議事項
第１号議案　入会の承認について
　　その１　正 会 員　株式会社KIREI produce
　　その２　正 会 員　株式会社ファイヴエーカンパニー
　　その３　賛助会員　株式会社荏原製作所
第２号議案　委員会委員の追加選任について



202022.10  Network Tokyo これくらいと緩む心に事故招く、基本に戻って安全確認

イ　
第
53
回
実
態
調
査
の
実
施

　

本
件
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
実
態
調
査
へ
の
回

答
の
協
力
依
頼
で
あ
る
。
回
答
期
限
は
9
月
30
日
。

業
界
が
抱
え
る
問
題
を
関
係
各
所
に
働
き
か
け
る
根

拠
と
な
る
資
料
と
し
て
、
説
得
力
の
あ
る
精
度
の
高

い
デ
ー
タ
が
必
要
と
な
る
。
質
問
事
項
を
絞
り
、
回

答
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
の
回
答
も
可
能
で
あ
る
。
前
回
の
調
査
の
回

答
率
は
全
国
平
均
で
46
・
3
％
だ
っ
た
。
調
査
票
へ

の
回
答
の
ほ
か
、
周
り
の
会
員
企
業
に
も
協
力
の
声

か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

ウ　
新
・
世
界
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
会
の
開
催

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
等
で
開
催
の

世
界
大
会
だ
が
、
こ
の
た
び
日
本
団
と
し
て
20
名
が

出
席
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日
程
は
10
月
10
日
（
月
）

か
ら
16
日
（
日
）
ま
で
で
あ
る
。

エ　
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン

　
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
２
の
開
催

　

ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
２
０
２
２
に
つ
い
て
だ
が
、
期
間
は
10
月
26
日

（
水
）
か
ら
28
日
（
金
）
の
3
日
間
、
時
間
は
10
時
か

ら
17
時
で
あ
る
。
会
場
は
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
東
展

示
棟
で
、
展
示
会
や
講
演
な
ど
が
多
数
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
開
会
式
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
等

は
実
施
し
な
い
の
で
、
分
散
来
場
に
協
力
い
た
だ
き

つ
つ
、
多
く
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
た
い
。

⑵　
委
員
会
報
告

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
木
村
委
員
長

（
ア
）
滞
納
会
費
の
取
扱
い

　

正
会
員
だ
っ
た
Ｔ
株
式
会
社
は
、
平
成
28
年
9
月

か
ら
7
か
月
分
の
会
費
を
滞
納
し
た
こ
と
か
ら
、
平

成
29
年
4
月
の
理
事
会
で
会
員
資
格
を
喪
失
し
た
。

滞
納
額
は
、
11
万
２
０
０
０
円
。

　

事
務
局
で
は
、「
滞
納
会
費
の
取
扱
い
に
関
す
る
申

合
せ
事
項
」
に
沿
っ
て
、
平
成
29
年
に
現
地
調
査
を

行
っ
た
が
、既
に
会
社
の
実
態
は
な
か
っ
た
。そ
の
後
、

代
表
者
の
自
宅
へ
の
電
話
連
絡
の
ほ
か
、
督
促
状
や

内
容
証
明
郵
便
の
送
付
な
ど
、
様
々
な
方
法
に
よ
り

繰
り
返
し
5
年
以
上
滞
納
額
の
回
収
に
努
め
て
き
た

が
、
回
収
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
以
上
の
進
捗
は
難

し
い
こ
と
か
ら
、「
滞
納
会
費
の
取
扱
い
に
関
す
る
申

合
せ
事
項
第
2
項
（
4
）」
を
適
用
し
、
滞
納
会
費
を

償
却
す
る
。
償
却
日
は
、令
和
5
年
3
月
31
日
。
な
お
、

同
社
以
外
に
は
、
現
在
会
費
滞
納
会
社
は
無
い
。

(

イ) 

当
協
会
の
名
義
使
用

　

全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
が
主
催
す
る
「
ビ

ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

２
０
２
２
」
だ
が
、
今
回
も
「
共
催
」
の
名
義
使
用

依
頼
が
あ
っ
た
た
め
、
承
認
す
る
。

イ　
労
務
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
島
田
委
員
長

（
ア
）
労
働
安
全
衛
生
大
会
の
開
催

　

今
年
度
の
労
働
安
全
衛
生
大
会
を
10
月
7
日（
金
）、

14
時
か
ら
16
時
、
当
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
で
開

催
す
る
。
会
場
を
2
つ
に
分
け
て
、
別
会
場
で
は
映

像
を
投
影
し
て
参
加
す
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
を
図
り
な
が
ら
実
施
す
る
。
業

界
の
内
外
に
広
く
「
労
働
災
害
撲
滅
」
を
訴
え
、
協

会
一
丸
と
な
っ
た
姿
勢
を
表
す
た
め
、
理
事
、
監
事

に
は
大
会
へ
の
出
席
を
お
願
い
す
る
。

発
し
た
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
へ
の
展
開
を
目

的
に
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。
推
薦
会
社
は
、
株
式

会
社
シ
ミ
ズ
・
ビ
ル
ラ
イ
フ
ケ
ア
で
あ
る
。

第
２
号
議
案　
委
員
会
委
員
の
追
加
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

広
報
委
員
会
は
現
在
、
吉
澤
委
員
長
を
は
じ
め
6

名
の
体
制
で
あ
る
が
、
委
員
数
が
比
較
的
少
な
い
こ

と
に
加
え
、
こ
の
間
、
メ
ン
バ
ー
が
固
定
化
し
て
き

た
た
め
、
新
た
に
株
式
会
社
ツ
カ
サ
美
装
代
表
取
締

役
の
庄
司
和
明
氏
を
追
加
選
任
す
る
。

3　
報
告
事
項

⑴　
全
国
協
会
報
告　
　
　
野
口
東
京
地
区
本
部
長

ア　
２
０
２
２
年
定
時
総
会
の
実
施
報
告

　

全
国
協
会
の
２
０
２
２
年
定
時
総
会
は
、
7
月
21

日
に
徳
島
市
で
開
催
さ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
下
で
の
開
催
だ
っ
た
が
、
会
場
出
席
の
ほ

か
、
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
等
で
の
審
議
に
よ

り
、
２
０
２
１
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
、
定
款
及

び
定
款
施
行
細
則
改
正
の
3
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
後
、
表
彰
式
及
び
会
員
交
流
会
も
盛
大
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
は
、
東
京
で
の
開
催

と
な
る
。
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大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
例
年
協
会
の
「
大
会
宣

言
」
を
読
み
上
げ
、
業
界
の
「
労
働
災
害
撲
滅
」
へ

の
取
組
推
進
を
訴
え
て
い
る
。
今
回
の
宣
言
の
特
徴

は
、
①
労
働
災
害
の
中
で
も
最
も
多
い
転
倒
の
防
止

へ
の
取
組
み
に
引
き
続
き
注
力
を
す
る
こ
と
、
②
今

年
度
は
東
京
労
働
局
が
策
定
す
る
5
年
間
の
第
13
次

労
働
災
害
防
止
計
画
の
最
終
年
度
に
当
た
り
、
ま
た

当
協
会
の
60
周
年
と
重
な
る
節
目
で
あ
る
た
め
、
よ

り
一
層
の
安
全
衛
生
管
理
に
努
め
る
こ
と
等
、
簡
潔

に
明
記
し
た
。

（
イ
）
東
京
都
最
低
賃
金
の
引
上
げ

　

こ
の
た
び
今
年
度
の
最
低
賃
金
額
改
定
が
決
定

し
、
東
京
都
で
は
10
月
1
日
か
ら
31
円
上
が
っ
て
、

１
０
７
２
円
と
す
る
こ
と
が
東
京
労
働
局
よ
り
周
知

さ
れ
た
。

ウ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
田
中
委
員
長

　

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

中
止
と
な
っ
た
事
業
が
多
く
あ
っ
た
が
、
今
回
は
3

事
業
を
、
十
分
な
感
染
対
策
を
実
施
し
開
催
す
る
こ

と
と
し
た
。

（
ア
）
第
59
回
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
特
別
招
待
募

集
の
案
内

　

第
59
回
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
を
10
月
24
日
に

開
催
す
る
。

（
イ
）
各
開
催
案
内

　

①　

ゴ
ル
フ
大
会

　

第
２
０
６
回
ゴ
ル
フ
大
会
を
11
月
9
日
に
茨
城
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
に
て
開
催
す
る
。

　

②　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

第
6
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
11
月
18
日
に
王
子
サ

ン
ス
ク
エ
ア
ボ
ウ
ル
に
て
開
催
。

エ　
経
営
研
究
委
員
会　
　
　
　
　
梶
山
委
員
長

　
東
京
都
財
務
局
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施

　

毎
年
東
京
都
財
務
局
と
行
っ
て
い
る
意
見
交
換
会

を
、
今
年
は
8
月
29
日
に
実
施
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
昨
年
ま
で
は
郵
送
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

だ
っ
た
が
、
今
年
は
対
面
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
協

会
か
ら
は
官
公
庁
契
約
小
委
員
会
の
委
員
が
出
席
、

東
京
都
か
ら
は
契
約
第
二
課
長
や
契
約
調
整
担
当
課

長
等
が
出
席
し
、
意
見
交
換
の
後
に
要
望
書
の
手
交

も
行
っ
た
。

　

例
年
と
大
き
く
変
わ
っ
た
点
は
、

①
長
年
要
望
し
て
き
た
総
合
評
価
方
式
入
札
の
時
期

の
前
倒
し
に
関
し
、
令
和
5
年
4
月
以
降
か
ら
の
前

倒
し
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
先
方
か
ら
話
が
あ
っ
た

こ
と

②
障
害
者
雇
用
に
か
か
る
入
札
参
加
資
格
定
期
受
付

に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て
、
障
害
者
雇
用
率
の
算
定

根
拠
資
料
の
提
出
が
必
須
と
な
る
よ
う
に
変
更
さ
れ

た
こ
と

で
あ
る
。
今
後
も
粘
り
強
く
要
望
活
動
を
進
め
る
こ

と
で
、
業
界
発
展
に
努
め
て
い
く
。

オ　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
委
員
長

（
ア
）
令
和
４
年
度 
都
立
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校

清
掃
技
能
検
定
に
係
る
審
査
員
講
習
会
講
師
及
び
審

査
員
の
派
遣

　

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
か
ら
、
令
和
4
年
度
都
立

知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
清
掃
技
能
検
定
に
係
る
審

査
員
講
習
会
講
師
と
審
査
員
の
派
遣
依
頼
が
あ
っ
た
。　

　

8
月
19
日
、
22
日
に
開
催
し
た
審
査
員
講
習
会
に

委
員
4
名
を
派
遣
し
、
中
学
校
教
員
33
名
に
対
し
、

清
掃
の
知
識
に
関
す
る
こ
と
を
基
礎
編
、
実
践
編
と

し
て
指
導
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
か
ら
来
年
2
月
に
か
け
て
開
催
す
る

清
掃
技
能
検
定
に
、
委
員
6
名
を
10
回
派
遣
す
る
。

（
イ
）
セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施
報
告

①　
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
の
採
用
・
雇
用
管
理

　

近
年
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
の
就
労
希
望
が
、

知
的
障
が
い
者
の
就
労
希
望
を
超
え
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
7
月
19
日
、
独
立
行
政
法

人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
東
京
障
害

者
職
業
セ
ン
タ
ー
障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
森

田
萌
先
生
を
講
師
と
し
て
、「
精
神
障
が
い
の
あ
る
方

の
採
用
・
雇
用
管
理
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
た
。
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
よ
る
配
信
で
、
聴
講
者
は

37
名
。
聴
講
者
か
ら
は
、「
精
神
障
害
の
特
性
が
よ
く

分
か
っ
た
」「
指
導
す
る
側
へ
の
対
応
も
大
事
な
こ
と

だ
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

②　
夏
休
み
企
業
見
学
会

　

特
別
支
援
学
校
保
護
者
に
実
際
の
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
太
平
ビ
ル

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
東
京
支
店
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

8
月
26
日
に
「
夏
休
み
企
業
見
学
会
」
を
開
催
し
た
。

特
別
支
援
学
校
5
校
か
ら
保
護
者
・
生
徒
12
名
が
参

加
し
、
実
際
の
現
場
作
業
や
研
修
な
ど
を
見
学
。
保

護
者
か
ら
は
、「
想
像
よ
り
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
作
業
だ
っ

た
」「
向
上
心
が
生
ま
れ
そ
う
な
職
業
だ
と
思
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

カ　
60
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
委
員
長

60
周
年
記
念
事
業
の
収
支
報
告
等

　

７
月
の
理
事
会
で
は
、
先
般
開
催
し
た
60
周
年
記

念
事
業
に
つ
い
て
実
施
報
告
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
収

支
状
況
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
報
告
す
る
。

　

収
入
の
部
は
、
祝
賀
会
で
会
員
か
ら
参
加
費
、
来

賓
の
一
部
か
ら
は
参
加
費
相
当
額
の
お
祝
い
を
い
た

だ
き
、
合
計
74
万
円
と
な
っ
た
。

　

支
出
の
部
は
、
中
項
目
と
し
て
、
記
念
式
典
、
祝

賀
会
、
記
念
誌
制
作
の
3
つ
が
あ
る
。
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■第 123回理事会

　

記
念
式
典
は
、
予
算
額
１
０
１
７
万
円
に
対
し
、

８
１
２
万
円
の
執
行
と
な
っ
た
。
招
待
状
や
表
彰
状

の
印
刷
費
や
発
送
費
等
の
コ
ス
ト
削
減
の
他
、
記
念

品
の
発
注
数
の
見
直
し
を
行
い
、
執
行
残
が
出
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
予
算
額
１
０
１
０
万
円
に
対
し
、

８
７
９
万
円
の
執
行
と
な
っ
た
。
当
初
、
立
食
を
想

定
し
て
予
算
を
確
保
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
着
席

式
へ
と
変
更
し
た
。
1
名
当
た
り
の
単
価
は
上
昇
し

た
も
の
の
、
参
加
人
数
が
当
初
の
想
定
を
下
ま
わ
り

執
行
残
が
出
た
。

　

記
念
誌
の
制
作
は
、
ほ
ぼ
予
算
ど
お
り
だ
っ
た
。

　

最
終
的
な
収
支
は
、
予
算
額
２
４
２
１
万
円
に
対

し
て
、
執
行
額
か
ら
収
入
額
74
万
円
を
差
し
引
い
た

額
は
２
０
１
４
万
円
、
４
０
７
万
円
が
執
行
残
と
な

り
、
予
算
の
範
囲
内
に
収
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
業
界
紙
な
ど
4
社

が
記
事
掲
載
を
し
た
。

　

本
事
業
は
今
回
の
収
支
報
告
を
も
っ
て
全
て
完
了

し
た
の
で
、
実
行
委
員
会
は
解
散
す
る
。
長
期
間
に

わ
た
る
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

キ　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
澤
委
員
長

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
２

の
実
施
報
告

　

7
月
14
・
15
日
に
開
催
し
た
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
２
の
実
施
報
告
を
す
る
。

出
展
社
は
、
前
回
開
催
の
２
０
１
８
年
よ
り
1
社
多

い
30
社
。
広
報
活
動
と
し
て
、
案
内
は
が
き
約
3
万

枚
の
配
付
、
山
手
線
主
要
駅
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
載
な

ど
を
実
施
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
悪
天
候
だ
っ
た
が
、
2
日
間

で
約
２
５
０
０
人
が
来
場
、
佐
々
木
会
長
に
も
ご
出

席
い
た
だ
き
、
ダ
ル
マ
の
目
入
れ
な
ど
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
で
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

会
場
で
あ
る
浜
松
町
館
の
満
足
度
が
高
い
結
果
と

な
っ
た
。

⑶　
他
団
体
へ
の
派
遣
報
告　
　
　
高
橋
専
務
理
事

（
公
社
）
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

　

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援

機
構
か
ら
、
全
国
協
会
を
通
じ
2
件
の
派
遣
依
頼
が

あ
り
、
全
国
協
会
宛
て
推
薦
し
た
。

　

1
件
目
は
、
来
年
3
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
メ
ッ
ス
市

で
開
催
さ
れ
る
「
第
10
回
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

へ
の
派
遣
で
あ
る
。
そ
の
専
門
部
会
に
、
専
門
委
員

と
し
て
当
協
会
事
務
局
専
任
講
師
の
北
山
克
己
氏
を

推
薦
し
た
。

　

2
件
目
は
、
11
月
に
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
る

全
国
障
害
者
技
能
競
技
大
会
（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

へ
の
技
能
競
技
補
佐
員
の
派
遣
で
あ
る
。
当
協
会
の

障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会
巡
回
指
導
小
委
員
会

委
員
6
名
を
推
薦
し
た
。

⑷　
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
主
な
出
来
事

7
月
5
日	

第
１
２
２
回
理
事
会

　
　

12
日	

東
京
選
出
の
全
国
協
会
代
議
員
会

議

　
　

13
日	

地
区
本
部
会
議

　
　

14
・
15
日	

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ 

２
０
２
２

	

於
：
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜

松
町
館

　
　

21
・
22
日	

全
国
協
会
２
０
２
２
年
定
時
総
会

及
び
表
彰
式
・
会
員
交
流
会

	

於
：
徳
島
市

イ　
今
後
の
予
定

10
月
4
日	

三
役
会

　
　

7
日	

労
働
安
全
衛
生
大
会

　
　

10
～
16
日	

第
1
回
新
・
世
界
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
大
会
２
０
２
２ 

ｉ
ｎ
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ペ
イ
ン

11
月
1
日	

三
役
会
、
第
１
２
４
回
理
事
会

12
月
6
日	

三
役
会

令
和
５
年

1
月
16
日	

三
役
会
、
第
１
２
５
回
理
事
会
、

新
年
賀
詞
交
歓
会

	

於
：
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

東
京

ウ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
５
１
４
社
、
賛
助
会
員
70
社
（
9
月
1
日

現
在
）

⑸　
そ
の
他　
令
和
４
年
度 

緑
十
字
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
で
は
、
産
業
安
全
又
は

労
働
衛
生
の
推
進
向
上
に
尽
力
し
、
功
績
の
あ
っ
た

方
を
対
象
に
緑
十
字
賞
表
彰
を
行
っ
て
い
る
が
、
今

般
、
東
京
協
会
の
労
務
管
理
委
員
会
委
員
、
髙
梨
義

博
様
が
受
賞
さ
れ
た
。
表
彰
式
は
10
月
19
日
、
福
岡

市
の
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
で
開
催
さ
れ
る
全
国
産
業

安
全
衛
生
大
会
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
。
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　令和４年度の厚労省管轄の助成金のうち、今回はビルメン企業
で注目の助成金について取り上げます。
　厚生労働省管轄の助成金は、「雇用の安定」「職場環境の改善」「仕
事と家庭の両立支援」「従業員の能力向上」「労働条件改善」等に
取り組む企業に対し、給付される助成金です。これらの助成金は、
事業主の支払う雇用保険料 ( 雇用二事業分 ) と労災保険料が財源
になっていますので、労働保険料を納める企業に幅広く受給チャ
ンスがあります。
　厚労省ホームページから助成金検索ツールや、助成金冊子をダ
ウンロードすることができますので、まずどんな助成金があるか
チェックしてみましょう。

　今回は生産性向上・最低賃金の引上げに取り組む会社に関する
助成金と、改正のあった助成金（キャリアアップ助成金・雇用調
整助成金）の情報についてご案内します。

1.  業務改善助成金（通常コース）
　生産性向上のための設備投資（機械設備、コンサルティング導入や人材育成・教育訓練）などを行い、
事業場内最低賃金を一定額以上引き上げた会社が利用できます。

（交付申請の締切り　令和５年１月 31 日）

助成対象になる事業場（中小企業のみが対象）

①事業場内最低賃金と地域別最低賃金の差額が３０円以内
②事業場規模100人以下
　他にも要件がありますので、詳細は各取扱機関にお問い合わせください。

【注意点】賃金の引き上げ・設備投資の実施／経費支払い前に計画届を提出する必要があります。

令和4年（2022年）度　
厚生労働省管轄の助成金

●社会保険労務士法人エール　社会保険労務士　門舛　愛

コース区分 引上げ額
助成上限額

※賃金を引き上げる労働者数により
上限が変動します

助成率

30 円コース 30 円以上 30 〜120 万円

【事業場内最低賃金 920 円以上】
対象経費（設備投資等費用）×3/4　<4/5>
※ 920 円未満の助成率は 4/5　<9/10>

45 円コース 45 円以上 45 〜 180 万円

60 円コース 60 円以上 60 〜 300 万円

90 円コース 90 円以上 90 〜 600 万円

＜助成額＞　※〈　　〉内は生産性要件を満たした場合の助成率
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2.  業務改善助成金（特例コース）
※特例コースは受付終了していましたが、申請期限延長の発表がされました。ただし、９月１日時点で受付
開始日は未定の為、検討される際は改めて情報をご確認ください。
　特例コースは、設備投資等費用の他「関連する経費」も助成の対象となります。（例：広告宣伝費、汎用
事務機器や机・椅子の増設など備品等購入費で、設備投資等の額を上回らない範囲に限られます）
　今回、申請期限の延長（令和５年１月３１日まで）と、対象事業者の要件追加（原材料費の高騰など社会的・
経済的環境変化等外的要因により利益率が前年同月に比べ５％ポイント以上低下した事業者）が発表されま
した。

3.  キャリアアップ助成金（正社員化コース）
　企業のキャリアアップを促進するため、雇用されていた期間が通算して６か月以上の有期雇用労働者（短
時間労働者・派遣労働者）等を正規雇用労働者等に転換又は直接雇用し、転換後６か月以上継続雇用した場
合に活用できます。
　また、10月 1日以降正社員転換する有期雇用労働者等は、転換前後の定義が変更になりました。変更点（左
頁枠内）に注意しましょう。

　●①②を合わせて１年度１事業所当たりの支給申請上限人数は 20 人までとなります。

（主な加算）※大企業も同額
　●派遣労働者を派遣先で正規雇用労働者等として直接雇用した場合
　　①②：１人当たり 285,000 円〈360,000 円〉加算　
　●母子家庭の母等又は父子家庭の父等を転換した場合
　　①：１人当たり 95,000 円〈120,000 円〉加算　
　　②：47,500 円〈60,000 円〉加算　

◆主な要件
●正社員として雇用することを約して雇い入れられた有期雇用労働者等は本制度の対象とはなりません。

　●有期雇用労働者からの転換の場合、転換前の雇用期間が３年以内の者に限ります。
　●転換後６か月間の賃金を、転換前６か月間の賃金より３％以上増額させている必要があります。

※転換後の賃金に定額で支給される諸手当を含める場合、当該手当の決定及び計算方法・支給要件が就業
規則又は労働協約に記載されているものに限ります。

※固定残業代の総額又は時間相当数を減らしている場合であって、かつ転換前後の賃金に固定残業代を含
めた場合に、賃金が３％以上増額していない場合、支給対象外となります。

中小企業 大企業

①有期　→　正規 570,000 円〈720,000 円〉 427,500 円〈540,000 円〉

②無期　→　正規 285,000 円〈360,000 円〉 213,750 円〈270,000 円〉

＜助成額＞　（１人当たり）　※〈　　〉内は生産性要件を満たした場合の額
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令和4年（2022年）度　使える助成金・補助金シリーズ

4.  雇用調整助成金（改正）
　雇用調整助成金は企業が従業員に払う休業手当を助成する制度として、コロナ禍で休業を余儀なくされた
厳しい企業で活用されています。政府は今回、１１月末までコロナ特例の緩和を延長するとともに、１０月
から特例の支給上限を「8,355 円（業況特例は１2,000 円）」（１人一日あたり）に引き下げました。

【変更点】　令和４年10月１日以降の正社員転換には新制度が適用されます
◆正社員定義の変更
同一の事業所内の正社員に適用される就業規則が適用されている労働者に加え、「賞与又は退職金の
制度」かつ「昇給」のある正社員への転換が必要になりました。

◆非正規雇用労働者定義の変更
賃金の額または計算方法が「正社員と異なる雇用区分の就業規則等」の適用を６か月以上受けて雇用
している有期又は無期雇用労働者の正社員転換が必要になりました。
（例：正社員は月給制・有期雇用労働者は時給制、等）

※適用される雇用区分の就業規則等において契約期間に係る規定がない場合、転換前の雇用形態は無
期雇用労働者として取り扱われます。（規定例：契約社員の雇用契約期間は 1 年以内とする。）

●中小企業診断士　中辻　一裕

令和4年（2022年）度
経済産業省（中小企業庁）管轄の補助金

（1）電子申請「jGrants（J グランツ）」で申請（小規模事業者持続化補助金除く）
　　申請はデジタル庁が管理している Jグランツでの申請が主になっています。
　　https://www.jgrants-portal.go.jp/

（2）電子申請「ＧビズＩＤプライムアカウント」の取得
　　電子申請には、「ＧビズＩＤプライムアカウント」が必要とされます。https://gbiz-id.go.jp/top/

（3）経営革新等支援機関との連携
　　補助金によっては、「経営革新等支援機関」と共同で計画を策定することや事業全体に支援を行うこと
　が求められています。
　　経営革新等支援機関：https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/kakushin/nintei/

　コロナ後を見越した内容に徐々にシフトしていっているような印象を受けます。補助金の名称が同じで
も、内容の変更があるので注意が必要です。

Ⅰ . 令和4年（2022 年）度の補助金

　申請に際しての注意点
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Ⅱ . 令和４年（2022 年）度のおすすめ補助金

1.  事業再構築補助金
　本年度はコロナ後を見据えて、「グリーン成長枠」という、要件が緩和され成長に重きを置いた枠が出て
きました。昨年と比較してもさらに内容がやや複雑になっています。下記の指針を参照すると分かりやすい
と思います。

「事業再構築指針」：https://www.meti.go.jp/covid-19/jigyo_saikoutiku/index.html

（１） 補助金の特徴
①申請できる企業が中堅企業までと幅広くなっています。
②類型と枠があります。
　この補助金は、5つの類型と 6つの申請枠があります。類型は事業の内容、枠は申請する区分だと考える
と分かりやすいと思います。

　●類型：下記の 5 つの類型
　　「新分野展開」「事業転換」「業種転換」「業態転換」「事業再編」
　●枠：下記の 6 つの枠
　　「通常枠」「大規模賃金引上枠」「回復・再生応援枠」「最低賃金枠」
　　「グリーン成長枠」「緊急対策枠」
③経営革新支援機関と共同で申請することになっています。

（２） 補助金の概要
①対象者：中小企業等、中堅企業等
　中堅企業等：資本金の額又は出資の総額が 10 億円未満の法人、等。
②補助額：100万円～ 1.5 億円（枠によって下限・上限が違います）
③補助率：1/2～ 3/4（枠と企業規模によって違います）
④補助対象要件：下記の両方の条件を満たすことが必要です。枠によっては追加要件があります。

●申請前の直近 6 カ月間のうち、 任意の 3 カ月の合計売上高が、コロナ以前 （2019 年又は 2020 年 1 月～
　3 月）の同 3 カ月の合計売上高と比較して 10％以上減少していること（グリーン成長枠除く）。
●経済産業省が示す「事業再構築指針に沿った 3 ～ 5 年の 事業計画書を認定経営革新等支援機関等と
　共同で策定すること。

（３） 申請の注意点
①経営革新等支援機関との連携が求められます。また 3,000 万円以上の補助金を申請する場合は、金融機
　関の確認が必要になります。
②9月 30日の〆切後、10月 1日以降に１回の実施が予定されています。
③事業再構築補助金事務局のウェブサイト　https://jigyou-saikouchiku.go.jp/

（４） 審査のポイント
①事業性と再構築性の二つの面から審査されます。グリーン成
　長枠はそれにプラスして、「2050年カーボンニュートラルに
　伴うグリーン成長戦略」との整合性が求められます。

新しい分野に挑戦し、業績を拡大し
ていこうという、積極的な取り組み
を行う企業に向いた補助金です。



27 2022.10  Network Tokyo責任と自信と感謝で日常作業　コロナに負けず明日につなごう

令和4年（2022年）度　使える助成金・補助金シリーズ

2.  小規模事業者持続化補助金
　販路開拓（販売促進）のための補助金です。本年度は＜低感染リスク対応ビジネス型＞が無くなり、6つ
の枠で申請することになりました。ただし、対象者はいずれも小規模事業者になります。

（１） 補助金の特徴
①6つの枠があります。
　「通常枠」「賃金引上げ枠」「卒業枠」「後継者支援枠」「創業枠」「インボイス枠」

（２） 補助金の概要
①対象者：小規模事業者
②補助額：50万円～ 200万円（枠によって違います）
③補助率：2/3～ 3/4（枠によって違います）

（３） 申請の注意点
①本年度は12月と 2023年 2月に募集があります。
②申請は、電子申請、郵送とも受け付けます。
③相談受付先・事務局のウェブサイト：

●商工会地域：地域の商工会
　検索：「持続化補助金　商工会連合会」
　https://www.shokokai.or.jp/jizokuka_r1h/
●商工会議所地域：
　検索：「持続化補助金　日本商工会議所」
　https://r1.jizokukahojokin.info/

3.  ものづくり補助金〔一般型・グローバル展開型〕
　中小企業・小規模事業者等が取り組む革新的サービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善を行うため
の設備投資等を支援のための補助金です。

（１） 補助金の特徴
①2つの型と枠があります。

●一般型：4 枠があります。 [ 通常枠 ] [ 回復型賃上げ・雇用拡大枠 ] [ デジタル枠 ][ グリーン枠 ]
●グローバル展開型：枠はありません。

（２） 補助金の概要
①対象者：中小企業・小規模事業者等
②補助額：750万円～ 3000万円（型・枠によって違います）
③補助率：1/2～ 2/3（型・枠によって違います）

（３） 申請の注意点
①次回（12次）は 10/24（月）が〆切になります。
②「ものづくり補助金」事務局のウェブサイト
https://portal.monodukuri-hojo.jp/index.html

申請内容がシンプルなのが魅力で
す。本年度は補助額が大きい枠が追
加されました。

設備投資等を検討されている場合に
使える補助金です。ここで取り上げ
ていない〔ビジネスモデル構築型〕
は 30 社以上の企業・団体の参加が
必要です。
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３Ｅレポート
環境関連情報

エネルギー
エコノミー
エコロジー

No.57

情報提供

●すべての新築の建物に省エネ基準を
義務づける改正法が成立

　脱炭素社会の実現に向けて住宅の省エネ化を進める
ため、2025 年度以降、すべての新築の建物に断熱性能
などの省エネ基準を満たすことを義務づける改正内容
を盛り込んだ法律が、成立した。今回の改正法は、建
物の冷暖房に伴う電力やガスなどのエネルギー使用量
を減らすことが目的だ。
　このため、これまでオフィスビルなど一部の建物を
対象に定めていた省エネの基準について範囲を拡大し、
2025 年度以降、住宅を含む、すべての新築の建物で
基準を満たすことを義務づけている。
　具体的には、新築の住宅や、小規模なオフィスビル
も省エネ性能を高めるため、断熱材の厚さや窓の構造
などの基準を満たすことが求められる。
　また、既存の住宅で省エネ対策の工事を行う場合に
利用できる、住宅金融支援機構による低金利の融資制
度も新たに設ける。「 Impress 」

● “ ウッドショック ” の二の舞か、バイオマス
発電燃料「木質ペレット」輸入急増で懸念

　バイオマス発電の燃料となる木質ペレット（固形燃
料）の輸入が急増している。２０２１年は前年比５３・
７％増の３１２万トンが輸入され、国内のバイオマス
発電所で使われた。大型発電所の建設ラッシュが控え
ており、今後も増える見通し。国内に豊富な森林資源
がありながら海外に燃料を依存する構図に、木材価格
が跳ね上がった “ ウッドショック ” の二の舞を警戒す
る声が出ている。
　木質ペレットは輸入額も増加した。財務省貿易統
計によると、２１年の輸入額は同６７・９％ 増 の
６１７億円。海外からの輸入ではなく、国内産の木材
を利用していたら、同額が国内の各地域に支払われた
計算になる。
　大型の発電所になると国内の供給体制では燃料の木
材を賄えず、海外調達に頼っている。資源を海外に依
存するリスクが浮き彫りとなっている。
　バイオマス発電が温暖化対策に貢献するために、林

業の振興も含めた国産燃料の供給網の整備が必要だ。
「ニュースイッチ」

●高層ビルのエレベーターを蓄電システムとし
て使う技術、電力を位置エネルギーに変換

　オーストリアの研究機関 IIASA は、高層ビルのエレ
ベーターを蓄電システムとして活用する技術（LEST）
を考案した。使用していない状態のエレベーターをビ
ルの上部へ移動させることで、電気エネルギーを位置
エネルギーに変換して蓄える仕組みだ
　エレベーターを揚水発電ダムのように使い、電力が
余っている時に蓄電、足りない時に放電しようという
アイデアが、LEST である。バッテリーとして使うエレ
ベーターの “ かご ” には、質量を増やすための重りを載
せておく。そして、蓄電するには、かごを上層階へ移
動させることで、位置エネルギーを増やす。逆に、放
電するには、かごを降ろす際に回生ブレーキで発電す
る。なお、重りを自動的に載せたり、かごから降ろし
たりできるよう、遠隔操作で移動する装置の利用も提
案している。回生ブレーキなどの流用で、追加コスト
が発生しない。「CNET Japan」

●「カーボン・クレジット・レポート」とカーボン・
　  クレジット市場の実証事業に係る制度骨子を公表
　「カーボンニュートラルの実現に向けたカーボン・
クレジットの適切な活用のための環境整備に関する検
討会」は、カーボン・クレジットの活用に関して基本
となる情報や今後のあり方を整理した「カーボン・ク
レジット・レポート」を公表した。
　本検討会に関連して経済産業省が実施するカーボン・
クレジットの市場取引に関する実証事業について、
委託先である東京証券取引所が、制度骨子の公表及
び実証参加者の応募を開始した。「経済産業省」

一般社団法人資源エネルギー研究協会は、国がおこなう省エネ
相談の窓口として認定されました。
無料診断からよろず相談をさせて
頂きます、お気軽にお声掛け下さい。
必ずやご期待にお応え致します。
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●石井 泰幸 氏
　税理士

●江村 利明 氏
　弁護士

●金丸 大二 氏
　特定社会保険労務士
　就業規則、給与計算等

●北山 克己 氏
　建築物環境衛生管理技術者
　ビルクリーニング技能士
　ビル清掃、病院清掃など清掃全般

●坂 康夫 氏
　技術士
　経営工学・品質管理

●中辻 一裕 氏
　中小企業診断士
　POP広告、経営、
　マーケティング・コンサルティング

経営等に関するさまざまな相談を受け付けております。　TEL. 03（3805)7555 まで

■相談員のご紹介（五十音順）

文：相談員　技術士　坂　康夫

な ん で も  相 談 コ ー ナ ー

　よく、勝負事では「終わりよければ全てよし」
と称賛されます。じゃあ、その次はどうしますか。
また、同じように出たとこ勝負でやりますか？　
やはり、「何故だ」と考えるのではないでしょうか。

　品質管理では、「結果はプロセス（仕事のやり
方）で決まる」、また「品質「結果」は工程で作り
込め」という考え方があります。
　唐突に仕事の悪い結果が顕在化するのではな
く、結果に至るまでの仕事のやり方に何らかの不
適合が起こったことになるのです。

　ビルメンテナンスサービスの場合、プロセス（仕
事のやり方）は製造業とは違います。
　例えば、製造業のプロセスのインプットは「部
品」ですが、清掃業では「お客様の要求品質（仕
様書）」の情報になります。
　一方、プロセスのアウトプットは製造業であれ
ば「製品」になりますが、清掃業では要求品質を
実現した「清掃された清潔なフロア」になります。

　従って、付加価値を生むプロセスの管理では結
果のみを追うのではなく、プロセス、いわゆる仕

事のやり方に着目し、これを管理し仕事のやり方
を向上していくという、プロセス指向に基づく活
動が肝要になるのです。

　結果を生み出すプロセスにかかわる要因に焦
点を当てると、代表的な要因として Man（人）、
Machine（設備）、Material（情報）、Method（方法）
が挙げられます。この4つの頭文字をとって工程の
４M（よんえむ）と言います。
　従って、結果の品質がばらつくということは、
４M で構成されるプロセスがばらつくことであ
り、品質管理活動はプロセスを安定させる活動で
あるとも言われるのです。

　ビルメンテナンスサービスの場合は、生産と消
費が同時に進行する、また在庫ができないと言わ
れ、品質保証のしくみが設定できないことから、
特に品質は工程で作り込むことが重要になります。
　従って、清掃作業ではインスペクション（検査）
が行われていますが、このインスペクションの結
果でプロセスを管理するという考え方で活動する
ことをお勧めします。

「世の中は【結果】が全て
  だ！」それ本当ですか？
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詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください

賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。
奮ってご応募ください。

▲

製品情報募集（掲載料無料）

URLAIで効率化！　No.1建物管理クラウドシステム※

ecommended roducts
おすすめ
製      品
コーナー

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

アプリから点検・検針・清掃報告などを入力する事で、
事務所に戻ってからの報告書作成業務が丸ごとなくなります。
これにより、本来業務への回帰が可能になり、
労働生産性向上と業務品質向上を実現します。

日程調整 / 履行管理機能 工事見積自動査定機能報告書自動作成機能

AI 検針による自動検針機能

災害報告機能 (BCP 対策）

月報自動出力機能不具合管理機能

写真報告機能 年間作業計画管理機能

管理ロイドの主な機能

選ばれて、導入社数1,500社以上！
シェアNo.1の建物管理システム
だからこその信頼と実績

無料で配布可能なアプリを活用
して、不動産管理に関わる全て
の方にご利用いただけます。

アプリから集められた情報は
Webダッシュボードに集められ、
どこからでも管理物件の情報に
アクセス可能

各種報告書をボタン一つで作成可
能。現在使っている報告書をその
ままシステムに実装できます。

管理ロイド　
株式会社 THIRD　TEL : 050-3161-6971　URL：support@kanri-roid.app

※2022年6月期 _指定領域における
市場調査　調査機関：日本マーケ
ティングリサーチ機構
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10
2022

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
25 26 27 28 29 30 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

 23  24 25 26 27 28 29

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時

30 31

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期

に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急

遽
中
止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連

絡
致
し
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
講
習
会
申
込
方
法
に
つ
い
て

　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
東
京
マ

ナ
ビ
ル
」
に
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
、
各

講
習
会
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
」
の
ご
利
用
に
は

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が
必
要
で
す
。

講
習
会
受
講
に
関
す
る

注
意
事
項
に
つ
い
て

◉現任警備員
　業務別教育
　(1 号 ) 講習

◉トイレ清掃講習
◉現任警備員
　業務別教育

(2 号 ) 講習
◉消防用設備の

基礎知識

◉初めての
　ポリッシャー

講習
◉消防技術実技

専門教育

◉ビルの
　給排水・衛生

設備

◉現任警備員
　業務別教育
　(1 号 ) 講習

◉ビルクリ 2 級
実技最終確認
講習

◉現任警備員業務別
教育 (1 号 ) 講習

◉現任警備
員業務別

教育 (1 号 )
講習

◉品質管理
　実践コース

◉品質評価法
　講習
◉建築物ねずみ

等防除作業従
事者研修

　（オンライン開催）

◉新任警備員教育

◉新任警備員教育

◉設備管理の基礎(新人教育）

◉設備管理の基礎(新人教育）　10/18まで

◉障がい者清掃作業指導者コース

◉安全管理者選任時研修

12月分講習会
情報公開日(HP)

※9月15日現在で開催
する予定の講習会の
み掲載しております。
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11
2022

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
30 31 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 1 2 3

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期

に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急

遽
中
止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連

絡
致
し
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
講
習
会
申
込
方
法
に
つ
い
て

　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
東
京
マ

ナ
ビ
ル
」
に
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
、
各

講
習
会
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
」
の
ご
利
用
に
は

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が
必
要
で
す
。

３
．
受
講
さ
れ
る
皆
様
へ
の
お
願

い 

●�

咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●��

感
染
症
予
防
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

た
め
、
会
場
に
マ
ス
ク
を
ご
持
参
、

ご
着
用
く
だ
さ
い
。

●��

会
場
で
は
、
手
洗
い
や
消
毒
液
を

使
用
す
る
な
ど
一
般
的
な
感
染
症

対
策
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　　
な
お
、
体
調
不
良
、
発
熱
な
ど
の
症

状
が
あ
る
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

◉現任警備員基
本教育講習

◉警備隊長・副  
隊長向け現場

　 統 率 ス キ ル
アップ講習

◉ビルの空気調
和設備

◉ビルクリ3級
実技最終確認
講習 ◉長期修繕計画

◉空気調和と空
気線図の応用

◉現場管理者向け非常時
対応スキルアップ講習

◉品質管理実践
コース

◉現任警備員
　基本教育講習

◉実践品質
　評価法講習
◉シーケンスの

読み方と実習

◉危険予知訓練
（KYT)

　半日講習

◉現任警備員
　基本教育講習

◉新任警備員教育

◉清掃作業従事者研修Aコース

◉ビルクリ1級実技最終確認講習

1月分講習会
情報公開日(HP)
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編
集
後
記

　

安
倍
元
首
相
の
国
葬
が
９
月
27
日
に
日
本
武
道
館
で

執
り
行
わ
れ
る
。
こ
こ
に
来
て（
９
月
５
日
執
筆
現
在
）

国
葬
の
実
施
に
つ
い
て
国
内
世
論
が
二
分
さ
れ
て
き
た
。

反
対
の
理
由
の
一
つ
に
、
銃
撃
事
件
以
来
、
旧
統
一
教

会
と
政
治
家
の
関
係
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
旧
統
一

教
会
は
、
巨
額
寄
付
金
、
い
わ
ゆ
る
霊
感
商
法
と
い
わ

れ
る
物
販
活
動
、
信
者
２
世
の
困
窮
問
題
等
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
団
体
で
あ
る
。
こ
う
い
う
団
体
へ
祝
電
を

送
る
、
選
挙
活
動
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
等
、
今
後
は
一

切
関
係
を
持
ち
ま
せ
ん
と
一
刻
も
早
く
断
言
し
て
、
被

害
者
救
済
を
す
す
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
れ
で
も
私
は
、
安
倍
元
首
相
の
功
績
の
一
部
を
書

い
て
み
た
い
。
理
由
は
、
海
外
か
ら
も
弔
問
客
が
訪
れ

る
な
か
、
国
内
世
論
が
二
分
し
て
い
る
の
も
甚
だ
失
礼

で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　

安
倍
元
首
相
と
い
え
ば
、
何
と
い
っ
て
も
ト
ラ
ン
プ

前
米
国
大
統
領
と
ゴ
ル
フ
を
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
る
様

子
を
テ
レ
ビ
が
映
し
出
し
た
こ
と
を
私
は
真
っ
先
に
思

い
出
す
。
安
倍
元
首
相
の
取
材
を
重
ね
て
き
た
ラ
イ
タ

ー
に
よ
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
中

で
、
日
本
国
総
理
と
米
国
大
統
領
の
個
人
的
な
信
頼
関

係
や
友
情
関
係
が
強
固
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
抑
止
に
な

る
と
安
倍
元
首
相
は
考
え
て
、
仲
が
良
い
と
い
う
こ
と

を
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
積
極
的
に
披
露
し
て
い
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
の
日
本
の
外
交
方
針
で
あ
る

「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
」
は
、
安
倍

元
首
相
が
提
唱
し
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
法
に
よ
る

支
配
、
市
場
経
済
に
よ
る
繁
栄
と
い
う
理
念
の
も
と
微

妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事

柄
か
ら
も
安
倍
元
首
相
の
功
績
を
評
価
す
る
人
が
多
い

の
だ
ろ
う
。

　

そ
う
は
言
っ
て
も
、
日
本
を
含
め
た
イ
ン
ド
太
平
洋

地
域
が
法
に
よ
る
支
配
、
市
場
経
済
に
よ
る
繁
栄
が
将

来
的
に
一
定
期
間
持
続
し
な
け
れ
ば
、
後
世
の
歴
史
家

の
評
価
は
厳
し
い
も
の
に
な
る
。
そ
れ
が
政
治
家
の
宿

命
で
あ
る
。
合
掌

　
　
　
　
　

株
式
会
社
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ　

吉
澤
幸
夫

8
月
3
日

【 
協　

会 

】

 

・
「
講
習
会
申
込
方
法
等
変
更
の
お
知
ら
せ
」

 

・
「
危
険
予
知
訓
練
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
1
日
講
習
」
の
ご
案
内

 

・
「
性
能
発
注
契
約
の
た
め
の
S
L
A
/
K
P
I
セ
ミ
ナ
ー
」
の
ご
案
内

 

・
「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア 

T
O
K
Y
O
2
0
2
2

　

 

バ
ー
チ
ャ
ル
展
示
会
」
の
ご
案
内

 

・
広
報
誌
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」

	
 

（
2
0
2
2
年
8
・
9
月
合
併
号
）

【
そ
の
他
団
体
】

 

・
「
求
職
者
情
報
」
の
ご
案
内
（
都
立
城
南
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
）

8
月
24
日

【 

協　

会 

】

 

・
「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
」
の
ご
案
内

	
 

（
講
習
会
申
込
と
書
籍
注
文
の
専
用
サ
イ
ト
の
お
知
ら
せ
）

 

・
「
初
め
て
の
ポ
リ
ッ
シ
ャ
ー
講
習
」
の
ご
案
内

 

・
「
品
質
評
価
法
講
習
」
の
ご
案
内

 

・
「
初
心
者
向
け
防
火
防
災
の
基
礎
講
習
」
の
ご
案
内

 

・
「
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
体
験
学
習
ツ
ア
ー
」
の
ご
案
内

【
そ
の
他
団
体
】

 

・
「
令
和
4
年
度
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
講
習
会
」
の
ご
案
内

	

（
東
京
都
環
境
局
、
（
公
財
）
東
京
都
環
境
公
社
）

9
月
7
日

【 

協　

会 

】

 

・
「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
」
の
ご
案
内

	
 

（
講
習
会
申
込
と
書
籍
注
文
の
専
用
サ
イ
ト
の
お
知
ら
せ
）

 

・
「
労
働
安
全
衛
生
大
会
」
の
ご
案
内

 

・
「
警
備
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
」
の
ご
案
内

 

・
「
上
級
救
命
講
習
」
の
ご
案
内

 

・
「
品
質
管
理
実
践
コ
ー
ス
」
の
ご
案
内

 

・
「
第
2
0
6
回
ゴ
ル
フ
大
会
」
の
ご
案
内

 

・
「
第
6
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
の
ご
案
内

 

・
「
第
59
回
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
特
別
招
待
募
集
」
の
ご
案
内

【
そ
の
他
団
体
】

 

・
「
求
職
者
情
報
」
の
ご
案
内 

（
埼
玉
県
立
川
口
高
等
技
術
専
門
校
）

「
ち
ょ
っ
と
一
服
」
休
載
の
お
知
ら
せ

　
毎
号
連
載
の
「
ち
ょ
っ
と
一
服
」
は
作
者
都
合
に
よ
り
、
し
ば

ら
く
の
間
休
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
考
　
梶
原
麻
衣
子
寄
稿
（
2
0
2
2
・
7
・
22
配
信
）『
日
米
同
盟

を
守
る
に
は
こ
れ
し
か
な
い
…
安
倍
元
首
相
が
批
判
承
知
で
【
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
と
の
ゴ
ル
フ
を
や
っ
た
こ
と
】
を
繰
り
返
し
た
ワ
ケ
』

P
R
E
S
I
D
E
N
T 

O
n
l
i
n
e   

https://president.jp/articles/-/59530?page=1
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告　知　板 2022.10　Vol.596

各会員企業様の最新情報につきましては、10月1日発行の

「令和4年度　会員名簿」にてご確認ください。

当協会メールマガジンに
登録しませんか？
　当協会では登録いただいた皆様にメールマガジンを配信しています。

　毎月の講習会更新情報、新規セミナーのご案内、その他協会事業等の最新情報をい

ち早くお届けしています。

　講習会申込みご担当者様や協会事業に関心のある方は、以下のURLまたはQRコー

ドから登録申込フォームにアクセスの上、是非ご登録ください。

※メールマガジンは会員、一般問わずに、登録無料です。

登録申込はこちら

https://www.tokyo-bm.or.jp/contact/mail.html

講習会

更新情報
協会事業
最新情報
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